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◆ 研究概要 
神経精神医学講座では，生物学的精神医学の立場から，精神科領域における重要疾患の病態解明や診断・治療の進歩に
つながる，実証的な臨床的および基礎的研究を推進している．とくに統合失調症については，脳画像，認知神経科学，神
経生理学手法による病態生理の解明，脳機能改善を指標にした精神薬理学的検討，客観的早期診断法の開発，動物モデル
による検討，などを行っている． 
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